【03】外国につながる子どもフォーラム2011　第3部　進学ガイダンスのあり方について考える by 宇都宮大学国際学部
4 HANDS next
　宇都宮大学HANDSプロジェクトによる多言語
による高校進学ガイダンスの目的は、日本語を母
語としない子どもたち、その多くは外国籍の子ども
たちですが、及びその保護者に対して、日本の教
育制度や高校の特徴、入学試験の内容等について、
通訳や翻訳資料を用いて正確な情報を伝えるとい
うことを目的にしております。
　ここでは、10月 23日に本学で行いました、本
プロジェクト主催の多言語による高校進学ガイダン
スと、11月13日に真岡市内の会場にて真岡市教
育委員会と本プロジェクトとの共催で開催しました
多言語による高校進学ガイダンス、この２つのガイ
ダンスの中身を材料として、外国人生徒の進学問
題に真剣に取り組まれている5 名の先生方を今回
お呼びし議論しました。
　真岡西小学校の大関校長によりますと、真岡西
小学校全児童約1200 名のうち、東日本大震災の
影響で 20 名ほど帰国しましたが、外国籍の児童
が 80 名在籍しています。そういった特徴のある小
学校の校長として、できる範囲での情報の収集を
するなど、外国人生徒の中学卒業後の進路に関し
ても関心があるそうです。ただ情報が入っていな
いがために、いわゆる選択の機会が制限されてい
るということはあるだろうと大関校長も感じていて、
このHANDS が行っている多言語による進学ガイ
ダンスというのは外国籍の子どもたちにとっては極
めて重要な一つの事業と捉えていました。
　また、大関校長からは、ガイダンスに必要な事
もご提案いただきました。
　一つは、市やHANDSや県が実施するか、ある
いは他で実施するかというのは別の問題として、翻
訳資料との兼ね合いもありますが、日本の教育制
度や栃木県の高校、または県立や私立の中学校の
多言語による紹介案内パンフレットを作ってはどう
か、ということです。
　二つめは、情報提供です。外国人児童生徒数
は平成 20 年から23 年にかけて、減少しています。
これは地震や災害による減少のみならず、経済的
な問題、生活基盤がきちんと確立されていないと
いう問題からくる減少だろうというふうに思われま
すので、問題や不安を抱えながらの日本での生活
に一つの希望を見いだせるような情報提供を年度
の早い時期に教育委員会を通して各小中学校に伝
達していく必要性を訴えていました。　
　そして、真岡市教育委員会の田中指導主事から
は、スペイン語 9 家族、ポルトガル語 3 家族、フィ
リピン語 2 家族、中国語 1家族、タイ語のご家族
の親族の方 1名の、合計 28 名の参加があった、
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ついては指導されているのですが、言葉の壁があっ
てなかなか詳しいことが分からなかったが、今回
の進学ガイダンスに参加し母語で説明を受けたこと
で、分からなかった疑問が解決できた｣、｢中学校
での説明会で日本語で質問することが難しく、また
質問することが恥ずかしいということがあったが、
今回は通訳の方を交えての母語によるガイダンス
で、質疑応答できたのが良かった｣ など、参加でき
てよかったという意見がほとんどだったそうです。｢
こういった進学ガイダンスをもっと何度もやってもら
いたい｣、｢次は大学、専門学校についての進学ガ
イダンスもお願いしたい｣ など、情報提供を望んだ
声もあったそうです。
　田中指導主事は、｢真岡市では初めて開催した
多言語による高校進学ガイダンスは、今回だけで
終わらず、来年度、再来年度と繋げていきたいと
感じ、とりあえず一度やってみようということで一
歩目を踏み出し、今回のことをきっかけに外国人の
方に対してももっと進路情報を提供していけるよう
にしたいと思った｣ など、率直な感想を述べていま
した。
　それから、本学でのガイダンスにご協力いただ
いた鹿沼東高校英語国際理解部顧問の渡邉恭子
教諭からも、貴重な感想をいただきました。世界
の食文化の体験、JICA 地球ひろばやユニセフハ
ウスといった施設訪問、また、世界の国際教育や
国際理解についての研究・発表活動をしている鹿
沼東高校英語国際理解部にとって、本年度ガイダ
ンスでは、準備や片付け、多言語による説明が行
われている各テーブルの記録係、そして、体験談
という第三部の司会を担うことで、非常に貴重な
体験になったと考えています。グローバル化が進
み、すぐに海外に目を向けてしまう活動が多かっ
た部員たちから、県内でも国際的な問題、日本人
に比べて困難状況にある外国人生徒の進学問題
が、自分の身近にあるのだということを初めて知っ
た、驚いたというような声が部員たちからあったと
述べていました。
　本学でのガイダンスに総合司会として参加した
上原秀一教育学部准教授からは、ガイダンスの二
つの意義についてお話しがありました。
　一つは、外国につながる子どもたちが日本の高
等学校でしっかり勉強し、そういう機会を正しく保
証するように、情報を正確に提供するというのが何
よりもまず重要な意義。現段階ではまずは実験的
な取り組みも、実際にやってみることで、どういう
行事なり政策が教育行政の立場、あるいは大学の
立場で必要なのかということが分かってくると同時
に、そこに参加した外国につながる子どもたちやそ
の家族にとって役に立つと考えていました。
　もう一つは、
日本にやってく
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本人にとって、
どういう存在
であるかとい
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る一つの場としての意義。日本は英語一辺倒のと
ころがありますから、英語を話す人々への敬意は
強いのですが、それ以外の言語を話す人や文化を
持った人に対しても、同じような敬意の持ち方を学
校全体がするということがあったらいいのかなと。
教育学部の教員としては、外国の人個人が幸せに
なると同時に日本の学校教育が豊かになるよう、
教員を目指す学生がもっと積極的に参加できるよ
うな仕組みを作っていったらいいかな、運営にもっ
と携わらせることができるような形があったらいい
かなと、感想もただきました。
　平成20年度から多言語による高校進学ガイダン
スを実施している佐野市の取り組みの効果や課題
について、ずっと関わってきた佐野市教育委員会日
本語指導助手の原田先生から報告がありました。
体験談発表は非常にいいロールモデルになってい
て、先輩たちを追って自分たちも頑張りたいという
モチベーションを高めるといった効果があるそうで
す。また、外国につながる子どもに進学情報を提
供し、高校進学を果たせるようになった今、ガイダ
ンスを主催した責任として、その後その子どもがど
ういった経路をたどっているのか、どんな現在を
送っているのか、そこまで検証していく必要がある
のではないかと考えているとのことでした。
　最後に、ガイダンスの継続と拡大に向けて、会
場の皆さんも交え、以下のように自由に議論されま
した。（抜粋）
・将来的に、栃木県の教育委員会やあるいは県内
7つの事務所で開催できるような協力関係をいか
に築いていくべきか。
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＜第1部について＞
・期待をはるかに超えていた。学生の皆さんの理解が深まっていることがすばらしい。（50代　小学校教員
　外国人児童生徒教育担当）
・現場で起こりがちな問題を分かりやすく取り上げていてよかった。校内研修の資料にしたいぐらいだ。（40
代　小学校日本語教室　担当者）
・自分自身の意識も高められた。担当としてだけでなく、人として、この問題を捉えなおす機会となった。外国
人の子どもが学級にいることは、学級の子どもたちも教師も“学ぶチャンス”ととらえたい。（40代　市教育委
員会　担当指導主事）
・現場の様子が再現されていてとても良かった。今後もやってほしい。学生達の成長も楽しみ。（30代　外国
人児童生徒指導経験者）
＜第2部について＞
・｢日本にいる外国人の児童において子どもたちの教育は、自己の価値観ではなく（これは間違いとするので
はなく）、価値観の違いを重視して教育することが大切である｣という加藤佳代さんの意見に同感。（50代　
無職　国際交流団体活動者）
・『教員必携･･･』のいきさつや、県外の情報も得られて、良かった。（50代　小学校教員　日本語指導担当）
＜第3部について＞
・多言語による高校進学ガイダンスの実施により、主体性をもって進路選択ができるようになったことは良
かったと思う。今後は、都合によりガイダンスに参加できない方への情報共有ができたらと思う。（20代　ブ
ラジル出身　学生）
・定住化が進む中での外国人児童生徒教育を県教委、大学、市町村、全体で取り組むべきだと感じた。（20
代　学生　日本語教師ボランティア）
・市町教育委員会主催に向けて、HANDSプロ
ジェクトからの翻訳資料の提供から始め、市町
単位でやれないか。
・それには、通訳の確保・翻訳資料作成には時
間・費用的な面の問題をクリアしなければならな
いだろう。
・HANDSプロジェクト主催の｢外国人児童生徒・
グローバル教育推進協議会｣・｢外国人児童生徒
支援会議｣の2つの会議をなんとかこの進学ガイ
ダンスに結び付けられないか。
・ガイダンスというのは大学だけでは実施できない
し、教育現場だけでも実施できないし、関係機
関と協力連携し、いろんな人材を活用する必要
がある。
・支援会議のメンバーが例えばガイダンスプロジェ
クトチームを作ることによって、継続的に全県的
で小中学校の先生を巻き込みながら持続してい
けるような体制を取る。そして足りない部分は市
町教委や大学が連携し合うような形が理想では
ないか。
・主体は県教委、教育委員会で、大学は地域貢献
という形で人材や場所の提供で協力し、役割分
担を明確にしてはどうか。
（文責　船山千恵）
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